
授業コード：23001500 

授業科目  日本国憲法 単位  2 

履      修  選択 関連資格 栄教一種免 ナンバリング NT10404J 

開講年次  1 年 開講時期 後期 該当ＤＰ  DP1-1 

担当教員  木村  茂喜 

授業概要  

 日本国憲法が施行されて７０年以上経過したが、この間の社会の変化に応じて、従来の仕組みや発想にとらわれて

はうまく解決できない問題も数多く発生している。これらの諸問題に対して、憲法上の規範構造の中でどのように関連づ

け、またどのような解答を出していくか考えることは、今後の国家と人間との関わりについて考える上での意義が大きい

と考える。 

 本講では、三権を中心とした統治機構、基本的人権に関する諸事項、平和主義および憲法改正に関する諸事項につ

いて講義を行う。その際、理解の一助として、学説のみならず、講義の各テーマに即した裁判例についても取り上げる。 

学生が達成すべき       

行動目標 

１．日本国憲法で国民に保障されている基本的人権について説明できる。(DP1-1) 

２．日本国憲法に規定されている統治機構について説明できる。(DP1-1) 

３．法の支配の下での国家と人間との関係の基本構造について認識できる。(DP1-1) 

達成度評価 

評価と評価割合／ 

評価方法 
試験 小テスト レポート 

発表(口

頭、プレ

ゼンテ

ーショ

ン） 

レポート

外の提

出物 

その他 合計 備考 

総合評価割合 90  0  0  0  0  10  100 
 

知識・理解 (DP1-1) 90 
    

 10  100 
 

知識・理解 (DP1-2) 
        

知識・理解 (DP1-3) 
        

知識・理解 (DP1-4)         

思考・判断 (DP2-1) 
        

思考・判断 (DP2-2) 
        

関心・意欲 (DP3-1) 
        

関心・意欲 (DP3-2) 
        

態度         (DP4-1) 
        

態度         (DP4-2) 
        

態度         (DP4-3) 
        

技能・表現 (DP5-1) 
        

技能・表現 (DP5-2) 
        

技能・表現 (DP5-3) 
        

 
具体的な達成の目安 

理想的レベル 標準的なレベル 

・日本国憲法で国民に保障されている基本的人権について正確

に説明できる。 

・日本国憲法に規定されている統治機構について正確に説明で

きる。 

・法の支配の下での国家と人間との関係の基本構造について正

確に認識できる。 

・日本国憲法で国民に保障されている基本的人権についてある

程度説明できる。 

・日本国憲法に規定されている統治機構についてある程度説

明できる。 

・法の支配の下での国家と人間との関係の基本構造について

ある程度認識できる。 

授業計画 

進行 テーマ・講義内容 授業の運営方法 学習課題(予習・復習） 

予習・復

習時間

(分） 
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1 

テーマ：イントロダクション 

    国民主権 

講義の進め方、日本国憲法の基本原理、国民主権に

ついて解説する。 

講義 復習：テキスト該当部分・レジ

ュメの見直し 

15 

2 

テーマ：国会と立法権 

立法機関としての国会の地位、選挙制度、国会の活

動について解説する。 

講義 予習：テキスト該当部分に目

を通す 

復習：テキスト該当部分・レジ

ュメの見直し 

 30 

3 

テーマ：天皇 

    内閣と行政権 

憲法における天皇の地位、行政機関としての内閣の

地位、内閣の組織と活動、議院内閣制について解説

する。 

講義 予習：テキスト該当部分に目

を通す 

復習：テキスト該当部分・レジ

ュメの見直し 

 30 

4 

テーマ：裁判所と司法権 

司法権の意義、裁判所の組織と活動、裁判員制度、

違憲審査制について解説する。 

講義 予習：テキスト該当部分に目

を通す 

復習：テキスト該当部分・レジ

ュメの見直し 

 30 

5 

テーマ：個人の尊重と幸福追求権 

個人の尊重と幸福追求権、子どもの人権、外国人の

人権について解説する。 

講義 予習：テキスト該当部分に目

を通す 

復習：テキスト該当部分・レジ

ュメの見直し 

 30 

6 

テーマ：プライバシー・自己決定権 

幸福追求権から導き出された新しい人権であるプライ

バシーと自己決定権について解説する。 

講義 予習：テキスト該当部分に目

を通す 

復習：テキスト該当部分・レジ

ュメの見直し 

 30 

7 

テーマ：法の下の平等 

法の下の平等、差別に当たるかどうかの判断基準に

ついて解説する。 

講義 予習：テキスト該当部分に目

を通す 

復習：テキスト該当部分・レジ

ュメの見直し 

 30 

8 

 テーマ：信教の自由 

信教の自由の内容、政教分離の原則とその判断基準

について解説する。 

講義 予習：テキスト該当部分に目

を通す 

復習：テキスト該当部分・レジ

ュメの見直し 

 30 

9 

テーマ：表現の自由 

表現の自由の意義とその内容、判断基準について解

説する。 

講義 予習：テキスト該当部分に目

を通す 

復習：テキスト該当部分・レジ

ュメの見直し 

 30 

10 

テーマ：営業の自由 

経済的自由権の内容、営業の自由とその判断基準に

ついて解説する。 

講義 予習：テキスト該当部分に目

を通す 

復習：テキスト該当部分・レジ

ュメの見直し 

 30 

11 

テーマ：生存権 

社会権の内容、生存権とその法的性格について解説

する。 

講義 予習：テキスト該当部分に目

を通す 

復習：テキスト該当部分・レジ

ュメの見直し 

 30 

12 

テーマ：教育を受ける権利 

    死刑制度 

教育を受ける権利の内容、教育権との関係、死刑制

度の憲法適合性について解説する。 

講義 予習：テキスト該当部分に目

を通す 

復習：テキスト該当部分・レジ

ュメの見直し 

 30 

13 

テーマ：地方自治 

地方自治の意義、地方公共団体とその機関、住民の

権利、住民投票について解説する。 

講義 予習：テキスト該当部分に目

を通す 

復習：テキスト該当部分・レジ

ュメの見直し 

 30 
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14 

テーマ：平和主義 

平和的生存権、憲法 9条の解釈、安保条約・集団的

自衛権について解説する。 

講義 予習：テキスト該当部分に目

を通す 

復習：テキスト該当部分・レジ

ュメの見直し 

 30 

15 

テーマ：憲法改正 

日本国憲法の誕生、憲法改正の主な論点、憲法改正

手続について解説する。 

講義 予習：テキスト該当部分に目

を通す 

復習：これまでの講義全体の

復習 

 45 

16 
    

17 
    

18 
    

19 
    

20 
    

21 
    

22 
    

23 
    

24 
    

25 
    

26 
    

27 
    

28 
    

29 
    

30 
    

 

理解に必要な予備

知識や技能 

特になし。 

テキスト 

初宿正典・高橋正俊・米沢広一・棟居快行著『いちばんやさしい憲法入門（第 5版）』 (有斐閣) 

そのほか、毎回の講義の際に、レジュメを配布する。 

参考図書・教材／

データベース・雑誌

等の紹介 

第 1 回目の講義時に、講義を理解する上で参考となる諸文献を挙げる。 

授業以外の学習     

方法・受講生への  

メッセージ 

講義終了時に次回の講義で扱う教科書の範囲を示すので、次回の講義までに各自目を通しておくことが望ま

しい。また、講義後には各自でその日の講義内容について復習をしておくこと。なお、普段から新聞・テレビ等

で取り上げられる、本講のテーマに関連する最新の諸情報を入手しておくことが望ましい。 
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達成度評価に関す

るコメント 

「その他」は、講義終了後に提出された（提出は任意）コメントカードの記述内容に基づき、「授業貢献度」とし

て評価する。 

試験の詳細については、講義内で説明する。 

 


